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第
24
回 

全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
開
催

『
集
う
』
仲
間
と
『
守
る
』
く
ら
し

～
北
ア
ル
プ
ス
の
水
と
土
で
育
む
棚
田
の
絆
～

　
９
月
８
日(

土)
～
９
日(

日)

の
２
日
間
、「
第
24
回  

全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ

ト
」
が
栂
池
社
会
体
育
館
を
主
会
場
に
、
約
６
５
０
名
が
全
国
か
ら
参
加
し
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、「
農
地
を
守
ろ
う
」
と
い

う
意
思
の
あ
る
方
々
の
熱
意
に
よ
り
、
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
谷
小
学
校
の
合
唱
団
の
皆
さ
ん

が
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
参
加
者
を

歓
迎
し
ま
し
た
。「
信
濃
の
国
」
と
「
ふ

る
さ
と
」
の
２
曲
を
映
像
と
と
も
に

熱
唱
し
て
い
た
だ
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
か
ら
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る
！  

～
山
間
地
農
業
の
共
存
の
在
り
方

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
信
州
大
学
の
内

川
先
生
、
東
京
農
業
大
学
の
武
生
（
た

き
ゅ
う
）
先
生
、
松
本
村
長
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
谷
村
の
実
情
を
村
長
が
紹
介
し

た
の
ち
、
「
農
地
を
守
る
に
は
、
水

路
や
農
道
を
整
備
し
な
け
れ
ば
」
と

内
川
先
生
が
言
え
ば
、
「
付
加
価
値

を
つ
け
て
い
く
農
業
に
す
る
必
要
が

る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
山
間

地
農
業
の
方
向
性
を
議
論
し
ま
し

た
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
、
多
く
の

村
民
の
方
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
前
に
田
ん
ぼ
畦
畔
を

草
刈
り
し
て
頂
い
た
こ
と
、
「
よ
う

こ
そ
小
谷
村
へ
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
し

た
心
配
り
し
て
頂
い
た
こ
と
な
ど
、

村
民
を
含
め
て
多
く
の
方
の
ご
配
慮

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
ま

し
て
は
、
小
谷
村
の
皆
様
方
に
は
雨

の
中
大
変
暖
か
く
お
出
迎
え
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
い
し
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
合
唱
や
、
交
流
会
の
小
谷

太
鼓
で
は
子
供
た
ち
の
歌
や
演
奏
、

そ
し
て
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
感

動
し
涙
ぐ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
松

本
村
長
を
筆
頭
に
村
民
の
方
々
の
意

気
込
み
を
感
じ
素
晴
ら
し
い
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
で
し
た
。

　
中
山
間
地
は
ど
こ
で
も
同
じ
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
。
共
に
共
有
し
打

開
策
を
討
議
し
お
互
い
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
観
光
で

訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
佐
賀
県
唐
津
市
相
知
町

　
蕨
野
棚
田
保
全
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
百
武
　
兵
衛

　
８
つ
の
会
場
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
で
分
科
会
を
行
い
ま
し

た
。
農
業
と
女
性
、
農
業
と
食
、
農

業
と
観
光
な
ど
各
会
場
で
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
た
講
演
や
ト
ー
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
１
分
科
会

第
３
分
科
会

第
６
分
科
会

第
８
分
科
会

　
２
日
目
は
観
光
ツ
ア
ー
を
企
画
し

ま
し
た
。
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
キ
ャ

ン
セ
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
２
７
０

名
を
超
え
る
方
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
何
も
見
え
な
い
け
ど
、

大
雨
の
ツ
ア
ー
で
あ
る
こ
と
が
印
象

的
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

雨
の
中
の
砂
防
ダ
ム
ツ
ア
ー

ソ
バ
打
ち
を
体
験
す
る
参
加
者

　
全
国
か
ら
多
く
の
方
が
、
こ
の
小
谷
村

の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
へ
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　
閉
会
式
で
は
、
小
谷
村
農
業
委
員
か
つ

認
定
農
業
者
で
も
あ
る
　
深
澤
　
勉
さ
ん

が
、「
農
地
を
守
ろ
う
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。
深
澤
さ
ん
の
掛
け
声
の
も
と
、
会

場
全
体
で
『
農
地
を
守
ろ
う
！
』
と
大
き

な
声
で
全
参
加
者
が
三
唱
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
全
国
棚

田
サ
ミ
ッ
ト
。
記
念
す
べ
き
第
25
回
サ

ミ
ッ
ト
は
山
口
県
長
門
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
小
谷
村
か
ら
山
口
県
長
門
市
へ
全
国
棚

田
連
絡
協
議
会
の
旗
が
引
き
継
が
れ
、
サ

ミ
ッ
ト
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
雨
の
中
、
屋
外
会
場
に
は
、

多
く
の
出
展
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
サ
ミ
ッ
ト
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

農
地
を
守
ろ
う
宣
言

お
礼
の
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

分
　
科
　
会

　
小
谷
村
の
お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
。

か
つ
て
は
多
く
の
小
谷
杜
氏
を
輩
出

し
た
酒
蔵
（
薄
井
商
店
・
北
安
醸
造
）

か
ら
、
地
酒
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
谷
の
ど
ぶ
ろ
く
、
野
豚
の

生
ハ
ム
、
小
谷
ソ
バ
、
タ
ケ
ノ
コ
汁

や
な
め
こ
汁
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
、

小
谷
の
味
を
提
供
し
参
加
者
に
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》
自
然
の
中
で
支
え
あ
う
姿

真
木
集
落
「
ア
ラ
ヤ
シ
キ
の
住
人
た
ち
」

の
い
ま

　
小
谷
で
撮
影
さ
れ
た
「
ア
ラ
ヤ
シ

キ
の
住
人
た
ち
」
の
本
橋
映
画
監
督

や
信
州
共
働
学
舎
の
宮
嶋
さ
ん
ら
映

像
を
見
な
が
ら
、
真
木
で
の
生
活
に

つ
い
て
ト
ー
ク
さ
れ
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》
中
山
間
地
の
過
疎
を
救
う

〜
住
農
業
女
子
が
集
ま
る
魅
力
〜

　
伊
折
の
藤
原
真
弓
さ
ん
、
福
永
朋

子
さ
ん
ら
に
よ
る
女
性
か
ら
見
た
農

業
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》
小
谷
村
の
暮
ら
し
か
ら
見
る 

〝
食
と
農
〞

　

《
テ
ー
マ
》
棚
田
守
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜 

棚
田
は
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
〜

　
「
棚
田
」
の
こ
と
ば
の
創
設
者
と
も

い
わ
れ
る
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
　
中

島
先
生
は
、
全
国
の
棚
田
保
全
団
体
の

活
動
を
検
証
。
全
国
の
保
全
団
体
の
方

た
ち
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
村
文
化
協
会
の
池
田
玲
子
さ
ん

は
、
箱
膳
か
ら
伝
え
た
い
文
化
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
　
流
　
会

観
光
ツ
ア
ー

閉
　
会
　
式

　
信
州
小
谷
太
鼓
で
、
交
流
会
の
幕

が
開
き
ま
す
。
子
供
た
ち
も
踊
っ
て

参
加
者
を
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

テ
ン
ト
ブ
ー
ス
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、
野
豚
の

生
ハ
ム
、
小
谷
ソ
バ
、
タ
ケ
ノ
コ
汁

や
な
め
こ
汁
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
、

小
谷
の
味
を
提
供
し
参
加
者
に
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》
自
然
の
中
で
支
え
あ
う
姿

真
木
集
落
「
ア
ラ
ヤ
シ
キ
の
住
人
た
ち
」

の
い
ま

　
小
谷
で
撮
影
さ
れ
た
「
ア
ラ
ヤ
シ

キ
の
住
人
た
ち
」
の
本
橋
映
画
監
督

や
信
州
共
働
学
舎
の
宮
嶋
さ
ん
ら
映

像
を
見
な
が
ら
、
真
木
で
の
生
活
に

つ
い
て
ト
ー
ク
さ
れ
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》
中
山
間
地
の
過
疎
を
救
う

〜
住
農
業
女
子
が
集
ま
る
魅
力
〜

　
伊
折
の
藤
原
真
弓
さ
ん
、
福
永
朋

子
さ
ん
ら
に
よ
る
女
性
か
ら
見
た
農

業
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》
小
谷
村
の
暮
ら
し
か
ら
見
る 

〝
食
と
農
〞

　

《
テ
ー
マ
》
棚
田
守
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜 

棚
田
は
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
〜

　
「
棚
田
」
の
こ
と
ば
の
創
設
者
と
も

い
わ
れ
る
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
　
中

島
先
生
は
、
全
国
の
棚
田
保
全
団
体
の

活
動
を
検
証
。
全
国
の
保
全
団
体
の
方

た
ち
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
村
文
化
協
会
の
池
田
玲
子
さ
ん

は
、
箱
膳
か
ら
伝
え
た
い
文
化
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
　
流
　
会

観
光
ツ
ア
ー

閉
　
会
　
式

　
信
州
小
谷
太
鼓
で
、
交
流
会
の
幕

が
開
き
ま
す
。
子
供
た
ち
も
踊
っ
て

参
加
者
を
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

テ
ン
ト
ブ
ー
ス



（5）　広報おたり　平成30年10月号 広報おたり　平成30年10月号　（4）

平
成
29
年
度

決
算
報
告

平
成
29
年
度

決
算
報
告

歳出合計

74億712万円

　
平
成
29
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
の
補
助
金
等
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
財
源
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
お
金
の
使
い
方
を
し
た
の
か
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
村
税
の
徴
収
率
は
国
民
健
康
保
険
税
を
除
き
前
年
比
５
・
５
％

上
昇
し
、
80
・
５
％
と
な
る
ほ
か
、
特
別
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
企
業
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
等
に
よ
り
４
６
８
万
円
（
１
・
３
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、災
害
復
旧
関
連
事
業
の
減
少
、

村
道
・
橋
り
ょ
う
等
の
改
良
事
業
の
実
施
と
通
常
施
設
維
持
管
理
に
近
づ
く
こ

と
で
３
億
１
，
１
２
３
万
円
（
△ 55
・
４
％
）
の
減
少
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
３
，

０
５
４
万
円
（
５
・
０
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 ‥

 

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

基
金
を
取
り
崩
し
充
当
さ
せ
た
も
の
・
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入

分
担
金
及
び
負
担
金 ‥

 

事
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け

る
人
が
負
担
す
る
お
金
（
保
育
料
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

他
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入（
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥
 

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
税

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村
　
　
　
税

繰
　
入
　
金

諸
　
収
　
入

寄
　
付
　
金

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税

国
庫
支
出
金

県 

支 

出 

金

村
　
　
　
債

分
担
金
及
び
負
担
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

≒19.0万円 Ｈ30. 3. 31  現在人口
2,945人で算出

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期

健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
も
の
と
し
て
、①
実
質
赤
字

比
率
、②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③

実
質
公
債
費
比
率
、④
将
来
負
担

比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標
が
健
全

化
判
断
比
率
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、
毎

年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算
定
資

料
と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
平
成
29
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

　
＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
12
・
０
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
〜
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
三

つ
の
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
購
入
や
臨
時
職

員
に
対
す
る
賃
金
・
業
務
の
電
算
化
や
事
業
委
託
費
等
を

実
施
し
、
物
件
費
が
前
年
度
よ
り
１
億
２
，
４
１
７
万
円

減
の
19
億
５
，
２
４
６
万
円
、
村
道
・
林
道
改
良
事
業
や

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス
陸
橋
補
修
工
事
、
旧
保
育
園
解
体

工
事
等
を
実
施
し
、
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
よ
り
７
，

１
７
７
万
円
減
の
６
億
９
５
３
万
円
、
災
害
復
旧
事
業
費

は
神
城
断
層
地
震
の
災
害
復
旧
事
業
等
を
実
施
し
、
２
億

５
４
０
万
円
増
の
６
億
５
，
４
１
６
万
円
、
積
立
金
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
主
な
も
の
で
、
前
年

度
よ
り
４
億
６
，
９
２
７
万
円
減
の
12
億
３
，
５
０
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費（
起
債
元
利
償
還
金
）
は
７

億
２
，
２
７
２
万
円
で
あ
り
、
村
債
の
年
度
末
現
在
高
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
交
付
税
措
置

の
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
56
億
円
に
及
ん
で
い
ま

す
。

　
除
雪
等
の
維
持
補
修
費
は
、
ま
と
ま
っ
た
降
雪
等
の
気

象
状
況
か
ら
前
年
比
７
・
７
％
増
の
３
億
２
，
０
８
４
万

円
、
人
件
費
は
職
員
の
定
期
昇
給
や
産
休
・
育
児
休
暇
職

員
等
か
ら
、
対
前
年
度
比
１
・
０
％
増
の
６
億
３
，
３
８

６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、
企
画
や
選
挙
、
戸
籍
、
住

民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
等
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ
く

り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
や
土
地
改
良
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
建
設
・
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

学
校
管
理
運
営
・
公
民
館
活
動
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

豪
雨
災
害
・
神
城
断
層
地
震
の
復
旧
事
業
な

ど
の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

観
光
商
工
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
平
成
29
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
６
，
０
０
４
万
円

を
含
む
歳
入
総
額
75
億
１
，
３
２
４
万
円
、
歳
出
総
額
74
億
７
１
２
千
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は
２
・
３
％
、
歳
出
で
は
２
・
１
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
神
城
断
層
地
震
の
早
期
復
興
を
目
指
し
た
水
路
災
害
復
旧
工
事
等
災
害
復
旧
工
事
の
収
束
、

旭
避
難
所
の
建
設
工
事
、
栂
池
自
然
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
大
型
建
築
工
事
が
終
了
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
事
業
の
返
戻
率
を
平
成
29
年
７
月
に
５
割
か
ら
３
割
に
下
げ

た
こ
と
に
よ
る
寄
附
金
額
の
減
少
が
あ
り
ま
す
。
寄
付
額
は
、
24
億
２
，
４
９
４
万
円
と
な
り
、

返
礼
品
の
購
入
や
基
金
へ
の
積
立
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村債の残高 ＝ 55億5,436万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 189万円

Ｈ30. 3. 31  現在人口
2,945人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債
6億4,306万円

村税 5億6,052万円

繰入金
3億9,174万円

分担金・負担金
2,161万円

諸収入
9,171万円

繰越金
1億2,329万円

県支出金
7億1,461万円

国庫支出金
2億5,103万円

地方譲与税
1億2,406万円 歳入合計

75億1,324万円

地方交付税
20億6,093万円

 依存財源 

寄付金
24億2,594万円

その他（使用料、財産収入など）
1億 474万円

 自主財源 

総務費
28億5,661万円

民生費
5億1,000万円

災害復旧費
6億5,416万円

教育費
3億7,128万円

消防費
2億835万円

土木費
6億195万円

商工費
3億9,001万円

農林水産業費 5億8,444万円

議会費 4,466万円

公債費 7億2,272万円

衛生費 4億6,294万円

歳
出

歳
入



（5）　広報おたり　平成30年10月号 広報おたり　平成30年10月号　（4）

平
成
29
年
度

決
算
報
告

平
成
29
年
度

決
算
報
告

歳出合計

74億712万円

　
平
成
29
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
の
補
助
金
等
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
財
源
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
お
金
の
使
い
方
を
し
た
の
か
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
村
税
の
徴
収
率
は
国
民
健
康
保
険
税
を
除
き
前
年
比
５
・
５
％

上
昇
し
、
80
・
５
％
と
な
る
ほ
か
、
特
別
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
企
業
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
等
に
よ
り
４
６
８
万
円
（
１
・
３
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、災
害
復
旧
関
連
事
業
の
減
少
、

村
道
・
橋
り
ょ
う
等
の
改
良
事
業
の
実
施
と
通
常
施
設
維
持
管
理
に
近
づ
く
こ

と
で
３
億
１
，
１
２
３
万
円
（
△ 55
・
４
％
）
の
減
少
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
３
，

０
５
４
万
円
（
５
・
０
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 ‥

 

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

基
金
を
取
り
崩
し
充
当
さ
せ
た
も
の
・
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入

分
担
金
及
び
負
担
金 ‥

 

事
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け

る
人
が
負
担
す
る
お
金
（
保
育
料
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

他
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入（
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
税

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村
　
　
　
税

繰
　
入
　
金

諸
　
収
　
入

寄
　
付
　
金

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税

国
庫
支
出
金

県 

支 

出 

金

村
　
　
　
債

分
担
金
及
び
負
担
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

≒19.0万円 Ｈ30. 3. 31  現在人口
2,945人で算出

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期

健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
も
の
と
し
て
、①
実
質
赤
字

比
率
、②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③

実
質
公
債
費
比
率
、④
将
来
負
担

比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標
が
健
全

化
判
断
比
率
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、
毎

年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算
定
資

料
と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
平
成
29
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

　
＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
12
・
０
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
〜
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
三

つ
の
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
購
入
や
臨
時
職

員
に
対
す
る
賃
金
・
業
務
の
電
算
化
や
事
業
委
託
費
等
を

実
施
し
、
物
件
費
が
前
年
度
よ
り
１
億
２
，
４
１
７
万
円

減
の
19
億
５
，
２
４
６
万
円
、
村
道
・
林
道
改
良
事
業
や

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス
陸
橋
補
修
工
事
、
旧
保
育
園
解
体

工
事
等
を
実
施
し
、
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
よ
り
７
，

１
７
７
万
円
減
の
６
億
９
５
３
万
円
、
災
害
復
旧
事
業
費

は
神
城
断
層
地
震
の
災
害
復
旧
事
業
等
を
実
施
し
、
２
億

５
４
０
万
円
増
の
６
億
５
，
４
１
６
万
円
、
積
立
金
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
主
な
も
の
で
、
前
年

度
よ
り
４
億
６
，
９
２
７
万
円
減
の
12
億
３
，
５
０
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費（
起
債
元
利
償
還
金
）
は
７

億
２
，
２
７
２
万
円
で
あ
り
、
村
債
の
年
度
末
現
在
高
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
交
付
税
措
置

の
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
56
億
円
に
及
ん
で
い
ま

す
。

　
除
雪
等
の
維
持
補
修
費
は
、
ま
と
ま
っ
た
降
雪
等
の
気

象
状
況
か
ら
前
年
比
７
・
７
％
増
の
３
億
２
，
０
８
４
万

円
、
人
件
費
は
職
員
の
定
期
昇
給
や
産
休
・
育
児
休
暇
職

員
等
か
ら
、
対
前
年
度
比
１
・
０
％
増
の
６
億
３
，
３
８

６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、
企
画
や
選
挙
、
戸
籍
、
住

民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
等
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ
く

り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
や
土
地
改
良
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 
道
路
建
設
・
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 
学
校
管
理
運
営
・
公
民
館
活
動
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 
借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

豪
雨
災
害
・
神
城
断
層
地
震
の
復
旧
事
業
な

ど
の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

観
光
商
工
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
平
成
29
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
６
，
０
０
４
万
円

を
含
む
歳
入
総
額
75
億
１
，
３
２
４
万
円
、
歳
出
総
額
74
億
７
１
２
千
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は
２
・
３
％
、
歳
出
で
は
２
・
１
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
神
城
断
層
地
震
の
早
期
復
興
を
目
指
し
た
水
路
災
害
復
旧
工
事
等
災
害
復
旧
工
事
の
収
束
、

旭
避
難
所
の
建
設
工
事
、
栂
池
自
然
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
大
型
建
築
工
事
が
終
了
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
事
業
の
返
戻
率
を
平
成
29
年
７
月
に
５
割
か
ら
３
割
に
下
げ

た
こ
と
に
よ
る
寄
附
金
額
の
減
少
が
あ
り
ま
す
。
寄
付
額
は
、
24
億
２
，
４
９
４
万
円
と
な
り
、

返
礼
品
の
購
入
や
基
金
へ
の
積
立
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村債の残高 ＝ 55億5,436万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 189万円

Ｈ30. 3. 31  現在人口
2,945人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債
6億4,306万円

村税 5億6,052万円

繰入金
3億9,174万円

分担金・負担金
2,161万円

諸収入
9,171万円

繰越金
1億2,329万円

県支出金
7億1,461万円

国庫支出金
2億5,103万円

地方譲与税
1億2,406万円 歳入合計

75億1,324万円

地方交付税
20億6,093万円

 依存財源 

寄付金
24億2,594万円

その他（使用料、財産収入など）
1億 474万円

 自主財源 

総務費
28億5,661万円

民生費
5億1,000万円

災害復旧費
6億5,416万円

教育費
3億7,128万円

消防費
2億835万円

土木費
6億195万円

商工費
3億9,001万円

農林水産業費 5億8,444万円

議会費 4,466万円

公債費 7億2,272万円

衛生費 4億6,294万円

歳
出

歳
入



（7）　広報おたり　平成30年10月号 広報おたり　平成30年10月号　（6）

長

寿

お

祝

い

敬
老
会
行
事
開
催

　
今
年
度
、
１
人
の
方
が
１
０
０
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
村
長
が

訪
問
し
、
内
閣
総
理
大
臣
・
長
野
県
知
事
・
小
谷
村
か
ら
の
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
18
日
に
平
成
30
年
度
小
谷
村
敬
老
会
を
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
白
馬
で
開
催
し
、
75
歳
以
上
の
１
８
０
名
余
が
参

加
し
、
米
寿
28
名
、
喜
寿
45
名
の
方
も
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

津田　久子さん （下里瀬）

　　　　 大正７年８月５日生

　
村
で
は
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、
高
齢
者
を
対
象
に
重
症
化
を

防
ぐ
目
的
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
(1)
ま

た
は
(2)
に
該
当
し
、
予
防
接
種
を

希
望
す
る
方

(1)
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

(2)
接
種
日
現
在
60
〜
64
歳
の
方
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
方

■
期
間
　
平
成
30
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日

■
費
用
　
１
，
２
０
０
円

　(

１
，
２
０
０
円
で
受
け
ら
れ
る

の
は
１
回
の
み)

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

無
料

■
実
施
場
所
　

　
大
北
管
内
の
医
療
機
関
（
事
前

に
電
話
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
電
話
８
２-

２
５
８
２
　

　
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村

振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る
市
町

村
振
興
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）

の
収
益
を
財
源
と
し
て
い
る
、
地

域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
消
防

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

消
防
団
活
動
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し
た

団
活
動
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し

た
。

　
小
谷
村
消
防
団
に
配
備
し
林
野

火
災
や
人
命
救
助
等
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種（
助
成
）の

お
知
ら
せ

救護班活動用救護バック（エイドベルト15個） レスキューセット　集納品

背負い式消火器（バルファーストＶＦ10個） レスキューセット（６セット）

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

平成29年度　充当事業  （抜粋）

平成29年度  ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

村内中学校タブレット等整備事業 事業費：1,941万 9千円
（充当額1,940万円）

　ICTを利用した教育の必要性が高まる中、従

来のパソコン授業だけでなく、その他の授業で

も使用できるようタブレット端末とし、学校に

整備したWi-Fiを利用して、「気になったことは

その場で調べる」を実践しています。

　セキュリティ面を強化し、安心して授業に取

り組めるよう設計しております。

豊かな村づくりに

関する事業 ／20,280件

12億3,671万6,282円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／6,181件

3億7,586万4,752円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業 ／579件

3,394万9,074円

登山道、遊歩道及びトイレ等の

環境整備に関する事業 ／3,052件

1億8,187万42円

子どもたちの自然体験活動に

関する事業 ／1,931件

1億3,579万6,298円

その他村長が推進する事業 ／6,606件

4億6,073万7,439円

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

注）いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

（38,629件）

24億 2,493万
3,887円

………

2,428
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長
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催
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度
、
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の
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が
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０
０
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を
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と
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し
た
。

　
ま
た
、
９
月
18
日
に
平
成
30
年
度
小
谷
村
敬
老
会
を
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
白
馬
で
開
催
し
、
75
歳
以
上
の
１
８
０
名
余
が
参

加
し
、
米
寿
28
名
、
喜
寿
45
名
の
方
も
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

津田　久子さん （下里瀬）

　　　　 大正７年８月５日生

　
村
で
は
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、
高
齢
者
を
対
象
に
重
症
化
を

防
ぐ
目
的
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
(1)
ま

た
は
(2)
に
該
当
し
、
予
防
接
種
を

希
望
す
る
方

(1)
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

(2)
接
種
日
現
在
60
〜
64
歳
の
方
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
方

■
期
間
　
平
成
30
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日

■
費
用
　
１
，
２
０
０
円

　(

１
，
２
０
０
円
で
受
け
ら
れ
る

の
は
１
回
の
み)

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

無
料

■
実
施
場
所
　

　
大
北
管
内
の
医
療
機
関
（
事
前

に
電
話
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
電
話
８
２-

２
５
８
２
　

　
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村

振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る
市
町

村
振
興
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）

の
収
益
を
財
源
と
し
て
い
る
、
地

域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
消
防

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

消
防
団
活
動
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し
た

団
活
動
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し

た
。

　
小
谷
村
消
防
団
に
配
備
し
林
野

火
災
や
人
命
救
助
等
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種（
助
成
）の

お
知
ら
せ

救護班活動用救護バック（エイドベルト15個） レスキューセット　集納品

背負い式消火器（バルファーストＶＦ10個） レスキューセット（６セット）

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

平成29年度　充当事業  （抜粋）

平成29年度  ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

村内中学校タブレット等整備事業 事業費：1,941万 9千円
（充当額1,940万円）

　ICTを利用した教育の必要性が高まる中、従

来のパソコン授業だけでなく、その他の授業で

も使用できるようタブレット端末とし、学校に

整備したWi-Fiを利用して、「気になったことは

その場で調べる」を実践しています。

　セキュリティ面を強化し、安心して授業に取

り組めるよう設計しております。

豊かな村づくりに

関する事業 ／20,280件

12億3,671万6,282円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／6,181件

3億7,586万4,752円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業 ／579件

3,394万9,074円

登山道、遊歩道及びトイレ等の

環境整備に関する事業 ／3,052件

1億8,187万42円

子どもたちの自然体験活動に

関する事業 ／1,931件

1億3,579万6,298円

その他村長が推進する事業 ／6,606件

4億6,073万7,439円

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

注）いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

（38,629件）

24億 2,493万
3,887円

………

2,428



（9）　広報おたり　平成30年10月号 広報おたり　平成30年10月号　（8）

　
旅
館
業
法
の
営
業
許
可
を
取
得

し
て
旅
館
業
（
ホ
テ
ル
営
業
、
簡

易
宿
泊
所
営
業
を
含
む
）
を
行
う

皆
さ
ま
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に

基
づ
き
、
次
の
施
設
を
使
用
す
る

場
合
は
、
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興

局
環
境
課
に
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　●
ち
ゅ
う
房
施
設

　●
洗
濯
施
設

　●
入
浴
施
設

　
ま
た
、
届
出
し
た
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
場
合（
代
表
者
の
変
更
、

排
水
処
理
の
変
更
、
廃
業
、
事
業

承
継
な
ど
）
に
も
届
出
が
必
要
で

す
。
併
せ
て
、
排
出
水
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
排
出
水
を
自
主
測
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
届
出
が
未
提
出
の
場

合
や
、
自
主
測
定
が
行
わ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法

に
よ
り
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
未

提
出
の
届
出
が
あ
る
場
合
に
は
、

必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
排
出
水
の
自
主
測
定
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。詳
細
は
、長
野
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
水
質
汚
濁
防
止

法
の
届
出
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
８-

８
６
０
２

　
浄
化
槽
は
生
活
環
境
の
保
全
や

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
河
川
等
の
水
質
保
全
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
よ
り
す
べ
て
の
浄
化
槽

の
法
定
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、「
不
適
ま
た
は
一
部
改
善
を

求
め
る
。」
と
の
結
果
が
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
法
で

は
、
適
正
回
数
の
「
保
守
点
検
」

と
年
１
回
以
上
の
「
清
掃
」
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場

合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
浄
化
槽

の
正
し
い
使
い
方
に
注
意
し
て
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て

は
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
平

成
31
年
４
月
以
降
、
浄
化
槽
の
設

置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
平
成

30
年
11
月
末
ま
で
に
役
場
建
設
水

道
課
水
道
係
へ
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
例
年
予
約
を
し
な
い
で
設

置
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
す

が
、
国
や
県
の
補
助
金
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
予
約
な
し
で
設
置
し

た
浄
化
槽
へ
の
補
助
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
金
額
等
の
詳
細
は
村
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
水
道
係

　
電
話
８
２-

２
５
８
３

浄
化
槽
保
守
点
検
、

浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
に
つ
い
て

水
質
汚
濁
防
止
法
の
届
け
出
と
自
主
測
定
の
お
願
い

旅
館
業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

大
町
市
大
町
１
０
５
８-

２

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
環
境
課

電
話
２
３-

６
５
６
３

Ｅ
メ
ー
ルkitachi-kankyo@

pref.nagano.lg.jp

　
お
た
り
５
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
あ
っ
た
ら

い
い
な
」
を
叶
え
る
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
買
い
物
に
不
便

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象
に
「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
お
買
い
物
だ
け
で
な
く
、
足
湯
や
散
策
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
寄

り
道
」
や
、
昼
食
付
き
の
ツ
ア
ー
を
取
り
入
れ
る
な
ど
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
10
月
24
日
（
水
）

■
行
先
　
糸
魚
川
市
マ
リ
ン
ド

リ
ー
ム
能
生
（
昼
食
）、
糸
魚

川
市
内
ス
ー
パ
ー
等

■
対
象
者
　
運
転
免
許
返
納
者

や
ご
自
分
で
運
転
し
な
い
方
な

ど
、
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て

い
る
方
、
将
来
の
買
い
物
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方

■
対
象
地
域

 

・
大
字
北
小
谷
地
区

 

・
大
字
中
土
地
区
の
う
ち
中
谷
地

域
■
募
集
人
数
　
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
昼
食
付
き
）

第
６
回
ツ
ア
ー

■
募
集
締
切
　
10
月
17
日
（
水
）

　
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

移
動
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
介

助
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
、
ご
自

宅
ま
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
特
産
推
進
室

　
電
話
８
２-

２
５
８
９

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　
　 （
村
上
・
佐
々
木
）

　
集
落
支
援
員
（
宮
下
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

お
た
り
と
関
わ
る
５
ス
テ
ッ
プ

　
今
、
地
域
を
元
気
に
で
き
る「
第

三
の
人
口
」と
し
て
着
目
さ
れ
て

い
る『
関
係
人
口
』。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
、
小
谷
の
関
係
人
口

に
な
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、「
関

係
人
口
の
５
ス
テ
ッ
プ
」を
追
い

な
が
ら
毎
月
ひ
と
り
ず
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１

　興
味
を
も
つ

　
育
っ
た
の
は
長
野
県
須
坂
市
に

あ
る
住
宅
街
。
近
所
に
山
や
渓
流

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
イ

や
フ
ナ
が
釣
れ
る
川
が
あ
り
、
幼

い
頃
か
ら
釣
り
に
魅
力
を
感
じ
る

よ
う
に
。
釣
り
雑
誌
な
ど
を
買
っ

て
独
学
で
勉
強
し
、
高
校
生
に
な

る
と
通
学
途
中
、
自
転
車
で
渓
流

に
寄
り
道
を
し
て
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ

マ
メ
を
追
う
ほ
ど
熱
中
し
ま
し

た
。
釣
り
と
出
会
わ
な
け
れ
ば
、

小
谷
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２

　愛
着
を
も
つ

　
初
め
て
就
職
し
た
の
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
企
業
の
長
野
支

社
で
し
た
。
地
元
長
野
で
の
就
職

を
選
ん
だ
の
は
、
就
職
後
も
趣
味

を
楽
し
み
続
け
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
１
年
ほ
ど

で
東
京
の
本
社
へ
異
動
に
。「
人

生
で
１
度
く
ら
い
は
そ
の
よ
う
な

経
験
も
必
要
」と
前
向
き
に
と
ら

え
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
休

み
も
少
な
く
、
趣
味
に
没
頭
す
る

時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

と
て
も
ス
ト
レ
ス
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
野
市
に
戻
り
、
厨

房
設
備
・
機
器
の
販
売
や
リ
ー
ス

を
行
う
企
業
に
転
職
し
ま
す
。
長

野
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
休
日
に

近
隣
の
山
に
登
っ
た
り
、
キ
ャ
ン

プ
を
し
た
り
。
釣
り
も
、
渓
流
な

ど
で
出
会
っ
た
釣
り
人
や
釣
具
屋

の
店
員
な
ど
と
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
い
い
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け

て
ど
ん
ど
ん
行
動
範
囲
を
広
げ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
町
、

白
馬
、
小
谷
に
も
訪
れ
る
こ
と
に
。

渓
流
の
上
流
に
見
え
る
北
ア
ル
プ

ス
の
景
色
を
本
当
に
美
し
い
と
感

じ
ま
し
た
し
、
な
に
よ
り
、
釣
れ

る
魚
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
３

　通
う

　

　
度
々
通
う
な
か
で
ふ
ん
わ
り
と

移
住
願
望
が
出
て
き
た
頃
、
役
場

が
運
営
す
る「
小
谷
村
移
住
な
び
・

お
た
り
で
暮
ら
す
」と
い
う
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
見
つ
け
、
空
き
家
情

報
や
、
求
人
情
報
を
求
め
て
、
た

ま
に
覗
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
小
谷
村
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
募
集
を
知
っ
た
の
も
、

こ
の
サ
イ
ト
が
き
っ
か
け
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
４

　交
流
す
る

　
前
職
で
県
内
の
様
々
な
加
工
場

と
も
取
引
が
あ
り
、
６
次
産
業
化

に
取
り
組
む
方
々
と
出
会
う
機
会

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
い
き
い
き

と
自
分
が
生
み
出
す
加
工
品
を
語

る
姿
を
見
て
、
い
つ
か
は
自
分
も

事
業
主
と
し
て
特
産
品
開
発
が
で

き
た
ら
い
い
な
、
と
い
う
夢
を
も

つ
よ
う
に
。「
農
産
物
加
工
貯
蔵

施
設
整
備
担
当
」の
協
力
隊
員
は
、

厨
房
関
係
の
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
も
向
き
合
っ
て
い
け
る
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
５

　拠
点
を
も
つ

　
協
力
隊
員
と
し
て
移
住
を
決
め

た
の
は
、
一
児
の
父
と
な
り
、
以

前
よ
り
も
経
済
的
な
安
定
が
生
活

の
必
須
条
件
と
な
っ
た
ば
か
り
の

頃
。
不
安
は
も
ち
ろ
ん
大
き
か
っ

た
で
す
が
、
同
時
に
、「
自
然
の

な
か
で
子
供
を
育
て
た
い
」と
い

う
気
持
ち
も
膨
ら
み
、
15
年
勤
め

た
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

　
子
供
が
高
校
生
く
ら
い
に
な
っ

て
も
、
小
谷
村
に
住
み
続
け
ら
れ

る
自
信
は
正
直
半
々
。
農
業
や
特

産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
反
面
、
そ
れ
で
十
分
な

収
入
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
に
は
シ
ビ
ア
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と

　
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
や
ウ
ド

ブ
キ
な
ど
は
素
晴
ら
し
い
素
材
な

の
で
、
な
に
か
特
産
品
に
生
か
せ

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
加
工
貯
蔵
施
設

整
備
の
業
務
の
他
に
も
、
家
族
で

移
住
し
た
者
と
し
て
の
視
点
、
釣

り
の
愛
好
家
と
し
て
の
視
点
も
忘

れ
ず
に
、
小
谷
村
で
で
き
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

平
成
30
年
度   

５
４
ぷ
ろ
企
画

「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て

http://www.vill.otari.
nagano.jp/mura/water/
W007H0000004.html



（9）　広報おたり　平成30年10月号 広報おたり　平成30年10月号　（8）

　
旅
館
業
法
の
営
業
許
可
を
取
得

し
て
旅
館
業
（
ホ
テ
ル
営
業
、
簡

易
宿
泊
所
営
業
を
含
む
）
を
行
う

皆
さ
ま
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に

基
づ
き
、
次
の
施
設
を
使
用
す
る

場
合
は
、
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興

局
環
境
課
に
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　●
ち
ゅ
う
房
施
設

　●
洗
濯
施
設

　●
入
浴
施
設

　
ま
た
、
届
出
し
た
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
場
合（
代
表
者
の
変
更
、

排
水
処
理
の
変
更
、
廃
業
、
事
業

承
継
な
ど
）
に
も
届
出
が
必
要
で

す
。
併
せ
て
、
排
出
水
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
排
出
水
を
自
主
測
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
届
出
が
未
提
出
の
場

合
や
、
自
主
測
定
が
行
わ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法

に
よ
り
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
未

提
出
の
届
出
が
あ
る
場
合
に
は
、

必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
排
出
水
の
自
主
測
定
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。詳
細
は
、長
野
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
水
質
汚
濁
防
止

法
の
届
出
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
８-

８
６
０
２

　
浄
化
槽
は
生
活
環
境
の
保
全
や

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
河
川
等
の
水
質
保
全
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
よ
り
す
べ
て
の
浄
化
槽

の
法
定
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、「
不
適
ま
た
は
一
部
改
善
を

求
め
る
。」
と
の
結
果
が
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
法
で

は
、
適
正
回
数
の
「
保
守
点
検
」

と
年
１
回
以
上
の
「
清
掃
」
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場

合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
浄
化
槽

の
正
し
い
使
い
方
に
注
意
し
て
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て

は
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
平

成
31
年
４
月
以
降
、
浄
化
槽
の
設

置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
平
成

30
年
11
月
末
ま
で
に
役
場
建
設
水

道
課
水
道
係
へ
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
例
年
予
約
を
し
な
い
で
設

置
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
す

が
、
国
や
県
の
補
助
金
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
予
約
な
し
で
設
置
し

た
浄
化
槽
へ
の
補
助
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
金
額
等
の
詳
細
は
村
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
水
道
係

　
電
話
８
２-

２
５
８
３

浄
化
槽
保
守
点
検
、

浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
に
つ
い
て

水
質
汚
濁
防
止
法
の
届
け
出
と
自
主
測
定
の
お
願
い

旅
館
業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

大
町
市
大
町
１
０
５
８-

２

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
環
境
課

電
話
２
３-

６
５
６
３

Ｅ
メ
ー
ルkitachi-kankyo@

pref.nagano.lg.jp

　
お
た
り
５
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
あ
っ
た
ら

い
い
な
」
を
叶
え
る
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
買
い
物
に
不
便

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象
に
「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
お
買
い
物
だ
け
で
な
く
、
足
湯
や
散
策
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
寄

り
道
」
や
、
昼
食
付
き
の
ツ
ア
ー
を
取
り
入
れ
る
な
ど
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
10
月
24
日
（
水
）

■
行
先
　
糸
魚
川
市
マ
リ
ン
ド

リ
ー
ム
能
生
（
昼
食
）、
糸
魚

川
市
内
ス
ー
パ
ー
等

■
対
象
者
　
運
転
免
許
返
納
者

や
ご
自
分
で
運
転
し
な
い
方
な

ど
、
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て

い
る
方
、
将
来
の
買
い
物
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方

■
対
象
地
域

 

・
大
字
北
小
谷
地
区

 

・
大
字
中
土
地
区
の
う
ち
中
谷
地

域
■
募
集
人
数
　
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
昼
食
付
き
）

第
６
回
ツ
ア
ー

■
募
集
締
切
　
10
月
17
日
（
水
）

　
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

移
動
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
介

助
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
、
ご
自

宅
ま
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
特
産
推
進
室

　
電
話
８
２-

２
５
８
９

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　
　 （
村
上
・
佐
々
木
）

　
集
落
支
援
員
（
宮
下
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

お
た
り
と
関
わ
る
５
ス
テ
ッ
プ

　
今
、
地
域
を
元
気
に
で
き
る「
第

三
の
人
口
」と
し
て
着
目
さ
れ
て

い
る『
関
係
人
口
』。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
、
小
谷
の
関
係
人
口

に
な
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、「
関

係
人
口
の
５
ス
テ
ッ
プ
」を
追
い

な
が
ら
毎
月
ひ
と
り
ず
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１

　興
味
を
も
つ

　
育
っ
た
の
は
長
野
県
須
坂
市
に

あ
る
住
宅
街
。
近
所
に
山
や
渓
流

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
イ

や
フ
ナ
が
釣
れ
る
川
が
あ
り
、
幼

い
頃
か
ら
釣
り
に
魅
力
を
感
じ
る

よ
う
に
。
釣
り
雑
誌
な
ど
を
買
っ

て
独
学
で
勉
強
し
、
高
校
生
に
な

る
と
通
学
途
中
、
自
転
車
で
渓
流

に
寄
り
道
を
し
て
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ

マ
メ
を
追
う
ほ
ど
熱
中
し
ま
し

た
。
釣
り
と
出
会
わ
な
け
れ
ば
、

小
谷
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２

　愛
着
を
も
つ

　
初
め
て
就
職
し
た
の
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
企
業
の
長
野
支

社
で
し
た
。
地
元
長
野
で
の
就
職

を
選
ん
だ
の
は
、
就
職
後
も
趣
味

を
楽
し
み
続
け
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
１
年
ほ
ど

で
東
京
の
本
社
へ
異
動
に
。「
人

生
で
１
度
く
ら
い
は
そ
の
よ
う
な

経
験
も
必
要
」と
前
向
き
に
と
ら

え
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
休

み
も
少
な
く
、
趣
味
に
没
頭
す
る

時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

と
て
も
ス
ト
レ
ス
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
野
市
に
戻
り
、
厨

房
設
備
・
機
器
の
販
売
や
リ
ー
ス

を
行
う
企
業
に
転
職
し
ま
す
。
長

野
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
休
日
に

近
隣
の
山
に
登
っ
た
り
、
キ
ャ
ン

プ
を
し
た
り
。
釣
り
も
、
渓
流
な

ど
で
出
会
っ
た
釣
り
人
や
釣
具
屋

の
店
員
な
ど
と
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
い
い
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け

て
ど
ん
ど
ん
行
動
範
囲
を
広
げ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
町
、

白
馬
、
小
谷
に
も
訪
れ
る
こ
と
に
。

渓
流
の
上
流
に
見
え
る
北
ア
ル
プ

ス
の
景
色
を
本
当
に
美
し
い
と
感

じ
ま
し
た
し
、
な
に
よ
り
、
釣
れ

る
魚
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
３

　通
う

　

　
度
々
通
う
な
か
で
ふ
ん
わ
り
と

移
住
願
望
が
出
て
き
た
頃
、
役
場

が
運
営
す
る「
小
谷
村
移
住
な
び
・

お
た
り
で
暮
ら
す
」と
い
う
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
見
つ
け
、
空
き
家
情

報
や
、
求
人
情
報
を
求
め
て
、
た

ま
に
覗
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
小
谷
村
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
募
集
を
知
っ
た
の
も
、

こ
の
サ
イ
ト
が
き
っ
か
け
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
４

　交
流
す
る

　
前
職
で
県
内
の
様
々
な
加
工
場

と
も
取
引
が
あ
り
、
６
次
産
業
化

に
取
り
組
む
方
々
と
出
会
う
機
会

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
い
き
い
き

と
自
分
が
生
み
出
す
加
工
品
を
語

る
姿
を
見
て
、
い
つ
か
は
自
分
も

事
業
主
と
し
て
特
産
品
開
発
が
で

き
た
ら
い
い
な
、
と
い
う
夢
を
も

つ
よ
う
に
。「
農
産
物
加
工
貯
蔵

施
設
整
備
担
当
」の
協
力
隊
員
は
、

厨
房
関
係
の
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
も
向
き
合
っ
て
い
け
る
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
５

　拠
点
を
も
つ

　
協
力
隊
員
と
し
て
移
住
を
決
め

た
の
は
、
一
児
の
父
と
な
り
、
以

前
よ
り
も
経
済
的
な
安
定
が
生
活

の
必
須
条
件
と
な
っ
た
ば
か
り
の

頃
。
不
安
は
も
ち
ろ
ん
大
き
か
っ

た
で
す
が
、
同
時
に
、「
自
然
の

な
か
で
子
供
を
育
て
た
い
」と
い

う
気
持
ち
も
膨
ら
み
、
15
年
勤
め

た
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

　
子
供
が
高
校
生
く
ら
い
に
な
っ

て
も
、
小
谷
村
に
住
み
続
け
ら
れ

る
自
信
は
正
直
半
々
。
農
業
や
特

産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
反
面
、
そ
れ
で
十
分
な

収
入
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
に
は
シ
ビ
ア
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と

　
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
や
ウ
ド

ブ
キ
な
ど
は
素
晴
ら
し
い
素
材
な

の
で
、
な
に
か
特
産
品
に
生
か
せ

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
加
工
貯
蔵
施
設

整
備
の
業
務
の
他
に
も
、
家
族
で

移
住
し
た
者
と
し
て
の
視
点
、
釣

り
の
愛
好
家
と
し
て
の
視
点
も
忘

れ
ず
に
、
小
谷
村
で
で
き
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

平
成
30
年
度   

５
４
ぷ
ろ
企
画

「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て

http://www.vill.otari.
nagano.jp/mura/water/
W007H0000004.html
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小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

住民だより （平成 30 年８月届出分） ※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。

●あかちゃん

氏　名 地区 保護者

北村　みゆあ 大網 健一・綾香

●お悔やみ

氏　名 年齢 地区 親族

和田　玉子 84 石原 久

猪又　賢治 86 太田 勇人

※

口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
10
月
25
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
11
月
12
日
に
再

振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

納
期
限

期

　別

税

　目

国
民
健
康
保
険
税

第
５
期

10
月
31
日
（
水
）

納
期
限

期

　別

税

　目

村
・
県
民
税

第
３
期

10
月
31
日
（
水
）

納
期
限

期

　別

税

　目

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

第
４
期

10
月
31
日
（
水
）

今
月
の
納
税

10 

月

今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

は
、
１
等
・
前
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齢
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、
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。
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本年度国際観光科 1 期生が卒業します

　本校の文化祭である「第67回しろうま祭」が開催されまし

た。「彩（いろどり）～輝け一人一人の色～」をテーマに数ヶ月

前から準備してきたしろうま祭、大雨のため６日は13時半か

らの実施となりましたが、生徒たちでスケジュールを組み直

し、すべてのイベントを行うことができました。

　７日午前の合唱コンクール、７日午後から８日にかけての

しろうま祭 【７月６日～８日】

　アラブ首長国連邦アブダビ首長国より、高校生リーダー

50人が来校し２学年の生徒と交流が行われました。初めにア

イスブレーキングやUAEの生徒たちによるプレゼンテーショ

ン、ダンス披露等が行われました。生徒たちはUAEの生徒に

衣服を借りて写真を撮影するなどうち解けた様子でした。次

に各教室に分かれ白馬高校や

日本の掃除文化を紹介しまし

た。UAEの生徒たちの積極性

に助けられつつも、楽しそう

に交流を行っていました。日

本人にとってはあまり馴染み

のない国の生徒との交流で、

異文化を感じ各国間での違い

を考える機会になりました。

　１学年登山が行われ、白馬岳コース（54人）と白馬大池コー

ス（8人）に分かれて登りました。栂池自然高原からゴンドラ

とロープウェイを乗り継いで栂池自然園へ。自然園を抜けて

白馬大池までは、大きな岩を登ったり、雪渓を歩いたり、変

化に富んだ山道を登りました。白馬大池（標高2379ｍ）は水

が豊かで美しかったで

す。その後、小蓮華山、

三国境を経て白馬岳を

目指しました。

　天候に恵まれた反

面、日差しが強い中で

登るのは大変でした

が、白馬岳山頂（標高

2932ｍ）まで頑張っ

て登ることが出来ました。山頂では、雄大な北アルプスを一

望できました。また、山小屋では北アルプスに沈む美しい夕日

や、富山湾まで見える景色に感動をしていました。二日目は、

逆コースで無事に下

山をしました。日頃

は見上げている白馬

岳に、自分の足で一

歩ずつ登ったことで

大きな達成感を得る

とともに、雄大な自

然に触れることがで

きました。

UAE高校生リーダーとの交流 【７月19日】

1学年登山 【７月25・26日】

一般公開では、約1200人の方にご来校いただくことができ

ました。これを機会に、地域の皆さまに白馬高校をより身近

に感じていただければ幸いです。

合唱コンクール 全校制作

八方太鼓 クラス展示

UAEの生徒来校

生徒同士の交流（男子） 生徒同士の交流（女子） 白馬岳山頂にて

平地で一息
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